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第53回全国保育団体合同研究集会
広島実行委員会

続々届いています！

平和じゃなくっちゃ
出会えませんでしたね

もはや「ゴーゴーチャレンジ」は、
暮らしに欠かせません！

広島実行委員会の「つながりたい」「学びたい」という思いと、
被爆地ヒロシマにとってかかせない「平和への願い」を重ねて、
みんなでチャレンジ！第53回合研のスタートを飾りました！！



報告2 埼玉あかね保育園 高杉敏江さん

子どもを真ん中に保護者と保育をつくることの
大切さを改めて考えました。

報告1 京都 旭ヶ丘保育園 長瀬章子さん
コロナ禍の中で保育のあり方を振り返り、
子ども主体の保育について職員間で何度も
話し合いました。

コロナ禍で考える保育と私たちの未来
～子どもが安心して育つために、学び、つながり、みんなで一歩ふみだそう！～

保育・子育て
フォーラム

ちいなかと同級生の人見～つけた！

当たり前を問い直したら新しい保育が見えてきた
長瀬美子氏 （大阪大谷大学）

①たくさんの保育が「再創造」された。
②保育現場の努力だけにしないこと。
保護者とともに／全国の仲間とともに。
制度、処遇の改善も求めながら

③「学び」「つながり」は人間の本質的な願
い。子どももおとなも／保育者も保護者も。

人間はつながりを編み出す天才
中西新太郎氏 （元関東学院大学）

集まれなくても、離れていても「一緒にい
る」を確かめ合える方法はある。ちょっとした
おしゃべりや一言の積み重ねが築くつながり
の力。コロナ禍は、忙しい毎日で忘れていた
つながり方を見つめ直す機会。
大人と子どもが一緒になって安心して暮らせ
るためにつながる力を育てていく事が大切。

・人が育つうえで大切なこと
①保育は共感あふれるなごやかな育ちの場
②育ちは共同的で継続的
③「共同の時間＝おしゃべり」は絶対条件。
「保育は毎日失敗と反省ばかり」と、笑顔
で話せる保育が大切。
④規制緩和政策をやめさせるのは今！

人が育つうえで大事なことをじっくり考えよう
大宮勇雄氏 （福島大学名誉教授）

お
め
で
と
う

報告3 広島口田なかよし保育園 竹藤真奈美さん
保護者同士で「一緒だね」って共感することが安心に
つながりました。保育園大好きです！

広島 基調報告作成委員 平田幸子さん

広島の保育運動の歴史と、合研でのつな
がりを未来につなげたいです。
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